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～不足していたのは経験～

初めに

ワールドカップが佳境を迎えています。残念ながら日本は既に敗退しましたが、決勝トーナ
メント進出は達成しました。これは評価されるものであると思っています。ところで、当レ
ポートは毎年年末に翌年の「びっくり予想」を作成していますが、昨年末には今年のびっくり
予想の一つとして「サッカーワールドカップで日本が初のベスト4進出」を予想しました。的
中とはなりませんでしたが、日本チームの健闘を称えたいと思います。

ベスト4進出を予想したわけ

ベスト4進出、といっても理由なく予想したわけではありません。サッカー界のグローバリ
ゼーションがその理由です。私はサッカーに詳しいというほどではありませんが、それでも以
前と違って最近は多くの若い選手がスペインやドイツなどサッカー先進国に渡って活躍してい
ることは聞いていました。本田選手など欧州で活躍する選手は前回のワールドカップにもいま
したが、若くして欧州に渡り活躍する選手がこれだけ出てきたのは初めてのことでしょう。

サッカー界のグローバリゼーション

このように、欧州に日本の若い年代の有望選手が集まったのは、欧州のクラブチームが欧州
以外からのスカウティングを強化していることが原因です。特に、日本の若手選手については
日本での評価より欧州での評価の方が高い、という見方もあります。今回のグループリーグで
はいつも以上に番狂わせが目立ちましたが、これも同じ理由と思います。戦力の均衡化が進ん
でいるようです。

クロアチア戦

ここからはクロアチア戦についてコメントします。勝機はあったと思います。ただ、相手が
一枚上手だったということでしょう。自分が敗因として考えているのは、PK戦に持ち込まれた、
ということです。後半になってからはクロアチアは積極的に攻めようとせず、時間が経つのを
待っているように見えました。今にして思えば、最初からPK戦を狙っていたのではないでしょ
うか。PK戦に持ち込めばスタミナは関係ありません。一方、日本は若い選手が中心です。ワー
ルドカップの大舞台でいきなりPK戦では実力を出せなくても仕方がないと思います。これがク
ロアチアが用意していたシナリオで、日本はそれに嵌ったのではないでしょうか。このように
考えると、経験不足が日本の敗因だったように思えます。

日本サッカーの未来は明るい

最後は残念でしたが、これがワールドカップなんだと思います。しかし、ドイツやスペイン
を撃破したことは日本サッカーの実力を世界に示したことになりました。また、グローバリ
ゼーションによる戦力の均衡化が進めば、日本にとって有利と考えられます。日本サッカーの
未来に期待しています。


